
６月のほけんだより 

令和８年６月１日発行 
ななかいこども園 

梅雨の季節になりました。湿度・温度ともに高くなり、また天気が変わりやすいこの時期は、もっとも

体調を崩しやすい時期でもあります。特に熱中症は夏の暑い時期だけでなく気温が上がり始める時期にも

危険があります。梅雨の時期は湿度も高く、体が暑さに慣れていないため過ごしやすい環境作りに配慮し、

毎日のお子さまの様子の変化に気を配っていきましょう。 

６月４日は 

むし歯予防デー 

園でも先月、七会歯科

診療所で歯科検診を実施

しました。歯みがきの習

慣づけが、むし歯予防の

第一歩です。園では昼食

後、歯みがき指導を行っ

ています。ご家庭でも、

毎食後すぐに磨く習慣を

つけ、必ず最後は大人が

確認するようにしましょ

う。 

こどもが熱中症になりやすい理由

大人より暑さによわい！
子どもは体温調節機能が未発達

です。暑さを感じてから汗をかくまで

に時間がかかり、体温を下げるのに

も時間がかかります。そのため、体に

熱がこもりやすくなります。

照り返しの影響を受けやすい！
子どもは自らの体調を言葉で表した

り、変化に気づけないことも多いです。ま

た、遊んでいると夢中になってしまい、体

に異変が起きていても気づかないので

大人が気にかける必要があります。

子どもは身長が低いため地面から

の距離も近く、地面の熱も受けやすく

大人よりも危険な状態になります。大

人が暑いと感じるときには子どもは

さらに高温下にいることになります。

自分で予防できない！


